
 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

長野県は、地域づくりを実践される皆様の多彩な取り組みを、地域発 元気づくり

支援金で支援しています。  

平成１９年度に地域発 元気づくり支援金により実施された事業の中から、魅力あ

ふれる地域の元気づくりに特に貢献した１０事業を表彰します。 

 

 

 １ 表彰事業及び表彰式 

 表彰事業及び事業実施団体 表 彰 式 

■子育て支援事業 「子育て村」事業 

 岩村田連合商店会〈佐久市〉 

平成 20 年 10 月 17 日(金) 14:00 

県佐久合同庁舎 講堂 

■若者による地域活性化のためのメディア創出事業 

 ＵＦＭ Ｇroup（ユーエフエム グループ）〈上田市〉 

平成 20 年 10 月 18 日(土) 13:30 

県上田合同庁舎 講堂 

■信州ＳＵＷＡメッセプロジェクト 

 諏訪圏工業メッセ実行委員会〈諏訪市〉 

平成 20 年 10 月 16 日(木) 9:00 

諏訪圏工業メッセ会場（諏訪市） 

■雑穀アマランサスによる地域活性化推進事業 

伊那地域アマランサス研究会〈伊那市〉 

平成 20 年 10 月 4 日(土) 13:30 

南箕輪村民センター（南箕輪村） 

■大鹿ジビエ料理推進事業 

大鹿村観光協会〈大鹿村〉 

平成 20 年 10 月 1 日(水) 13:00 

県飯田合同庁舎 講堂 

■やる気で千人きっかけ村づくり事業 

 王滝村ずくだそ応援隊〈王滝村〉 

平成 20 年 10 月 18 日(土) 13:00 

県木曽合同庁舎 401,402 会議室 

■拾ヶ堰に親しみ安曇野の環境を守り、育む事業 

 拾ヶ堰応援隊〈安曇野市〉 

平成 20 年 10 月 30 日(木) 13:00 

県松本合同庁舎 講堂 

■池田町・松川村ものづくり振興事業 

テクノ安曇野高瀬プロジェクト〈池田町〉 

平成 20 年 10 月 25 日(土) 10:00 

県大町合同庁舎 講堂 

■美しい日本の歴史的風土 100 選選定記念｢信州松代散策案

内板･散策ルートマップ作成とまるごとミュージアムの開催｣

ＮＰＯ法人 夢空間松代のまちと心を育てる会〈長野市〉

平成 20 年 9月 28 日(日) 13:30 

アゼィリア飯綱 大会議室（長野市）

■信越トレイル未開通区間整備及び自然環境調査事業 

 ＮＰＯ法人 信越トレイルクラブ〈飯山市〉 

平成 20 年 11 月 14 日(金) 13:30 

県北信合同庁舎 講堂 

  
  ２ 事業の内容  別紙「地域発 元気づくり支援金 表彰事業一覧表」をご覧ください。 

 

３ 表彰事業の選定 

   平成１９年度に公共的団体（ＮＰＯや地域づくり団体など）が実施した事業の中から、 

魅力あふれる地域の元気づくりに特に貢献したと認められる事業を、県下１０地域毎に 

１事業ずつ選定しました。 

選定にあたって、各地域に設置されている「地域発 元気づくり支援金地域選定委員 

会」から御意見をいただきました。 

長野県（総務部）プレスリリース 平成 20 年（2008 年）9 月 25 日

『地域発 元気づくり支援金』活用事業を表彰します 



 

 

４  地域発 元気づくり大賞 

表彰を受けた事業の中から、「地域発 元気づくり大賞」を数点選定して表彰します。 

  事業の選定及び表彰の詳細は、別途お知らせします。 

 

５  その他 

(1) 表彰式に併せて事業の発表会を行います。 

（表彰事業以外の事業も御紹介します。なお、諏訪地域は別途１１月２日に発表会を 

予定しています。） 

 

(2) お問い合わせ先 

（表彰全般）       総務部市町村課地域振興係 

（表彰式及び発表会）   地方事務所 地域政策課 企画振興係 

 

 

【参 考】 

平成１９年度 事業実施状況 

実施団体数 実施事業数

81 327
8 14

378 393
467 734

区　　　　分

市町村

広域連合等

公共的団体（地域づくり団体・ＮＰＯ等）

合         計
 

総務部市町村課地域振興係 

(課長)春日 良太 

(担当)濱村 圭一、刈間 俊也 

電話：026-235-7139（直通） 

   026-232-0111（代表）内線 2127 

FAX： 026-232-2557 

E-mail：s-shinko@pref.nagano.jp 



別　紙

うち
支援金額

佐
久

商業の振興 ソフト
子育て支援事業　「子育て
村」事業

岩村田連合
商店会
（佐久市）

　地域とのコミュニケーションを望む子育て世代の保護者と、「地域
の子ども達を自分達で育てよう」という意識を持つ商店街が、子育て
に係る各種支援事業やイベントを開催し、双方のコミュニケーション
を増やすことにより地域や商店の活性化を図る。
　・参加体験型イベントや子育て講演会開催（１０回）

1,632 1,283

　子育て世代の支援を通じて地域や商店街の活性化を図る
取り組みであり、大型店の利用頻度が高い世代を対象とす
るなど、事業のモデル性が高い。地域のニーズに合致して
参加者が大幅に増加しており、地域の活性化に寄与してい
る。

上
小

その他地域
の元気を生
み出す地域
づくり

ソフト
若者による地域活性化の
ためのメディア創出事業

ＵＦＭ　Ｇroup
（ユーエフエ
ム　グルー
プ）
（上田市）

　上田地域の若者を対象に、若者の視点に立った地元情報誌（フ
リーペーパー）を作成配布する。これにより、若者が自分たちの住む
町への興味を持つこと、地域の情報を取得し身近な行事に参加で
きるようにすること、広くなった上田市がお互いを知り合うための
きっかけとすることを促す。
　・フリーペーパー発行（１０回、延べ55,000部）

1,300 1,300

　若者が求める地域の情報が入手しにくい状況に着目し、
地域の若者自らが新たな情報発信手段を創設した点で独
自性が高い。特集記事や地域で活躍する人物紹介など工
夫された紙面で地域に定着し、同世代の交流が活発化する
など、今後も地域の活性化に寄与することが期待される。

諏
訪

その他（産
業の振興及
び雇用の拡
大）

ソフト
信州ＳＵＷＡメッセプロジェ
クト

諏訪圏工業
メッセ実行委
員会
（諏訪市）

　諏訪地域で築き上げられた高い付加価値を持つ工業技術等の資
源を、ものづくりに関わる地域の人々の協働により、工業メッセの開
催などを通じて世界のSUWAブランド化を図る。
　・諏訪圏工業メッセ2007（工業展示会)開催
　・先端技術セミナー・講演会開催
　・ものづくり教室開催
　・工業展示会への観光ブース設置(観光・商業との連携）

76,209 15,000

　工業メッセの開催により、商談成立数や新規受注獲得企
業が増加するなど、地域の産業振興に大きく貢献している。
　また、将来の技術伝承のための子ども向けプログラムの
実施や、同時開催イベントとの連携を通じた観光・商業への
波及効果を高める取組など、地域の活性化に寄与してい
る。

上
伊
那

特色ある観
光地づくり

ソフト
雑穀アマランサスによる地
域活性化推進事業

伊那地域アマ
ランサス研究
会
（伊那市）

　栄養価に優れ、鑑賞にも適したアマランサスの栽培を促進し、遊
休荒廃農地の活用やオリジナル商品開発等による地域活性化を図
る。
　・アマランサスに関するシンポジウム開催
　・活用事例等を紹介するパンフレット作成（22,000部）

704 700
　栽培講習会や料理教室の開催などを通じて、地域住民を
広く巻き込んだ取組みであり、遊休農地の解消や景観形
成、新たな商品開発など、生産と消費両面の振興が図られ
ている。多面的な地域振興策としてモデル性が高い。

下
伊
那

特色ある観
光地づくり

ソフト 大鹿ジビエ料理推進事業
大鹿村観光
協会
（大鹿村）

　森林や農作物に甚大な被害を与える有害鳥獣駆除により発生し
た獣肉を食材として活用することで、駆除の促進及び新たな観光資
源としての有効活用と、ジビエ料理のガイドマップを作成し知名度向
上による消費拡大を図る。
　・ガイドマップ作成（1,000部）
　・新商品（レトルトカレー）開発

1,239 1,000

　捕獲した獣を新たな観光資源となる地域特産物として活
用していこうとする発想と食材活用への着実な取り組みは、
鳥獣害対策の手法としてモデル性が高い。効果的なＰＲや
提供メニューの充実に注力しており、地域の活性化に寄与
していくことが期待できる。

事　　　業　　　の　　　概　　　要

事業費　（千円）

選定のポイント

地域発　元気づくり支援金　表彰事業一覧表

地
域

事業区分
ソフト

・
ハード

事業名
事業
実施
団体



別　紙

うち
支援金額

事　　　業　　　の　　　概　　　要

事業費　（千円）

選定のポイント
地
域

事業区分
ソフト

・
ハード

事業名
事業
実施
団体

木
曽

地域協働の
推進

ソフト
やる気で千人きっかけ村
づくり事業

王滝村ずくだ
そ応援隊
（王滝村）

　住民と行政が互いの自主性を尊重し、対等な立場に立って地域密
着の以下の事業を開催し、協働の村づくりを図る。
　・協働をテーマとした講演会等の開催
　・住民有志が中心になった手作りの敬老会開催
　・メッセージ入り年賀はがきによるお祝い
　・地域づくりに積極的に取り組んでいる事例の紹介

231 200

　行政主体の地域づくりから、住民が自主的・主体的にか
かわる協働型の地域づくりへ転換する事業であり、小規
模、過疎の村における地域活性化手法としてモデル性が高
い。また、活動の活性化、多様化を図る研修を村内全域で
開催するなど、今後の活動の広がりが期待できる。

松
本

地域協働の
推進

ソフト
拾ヶ堰に親しみ安曇野の
環境を守り、育む事業

拾ヶ堰応援隊
（安曇野市）

　安曇野市内外の児童や地域住民との協働により、拾ヶ堰の水質
調査や動植物調査、周辺美化や草刈り等を実施するとともに、住民
が地域の環境問題について学習し、安曇野の環境や水質保全に対
する意識の高揚を図る。
　・学習用ガイドブック作成（1,000部）
　・親子自然観察会開催

671 623

　地域の文化遺産である「拾ヶ堰」を地域全体で守る活動を
通じて、地域の景観や自然環境に対する住民の関心を呼
び起こし、これを守る気運を醸成しようとする手法は独自性
が高い。美しい景観を象徴する観光資源として活用すること
で、地域の活性化に寄与することも期待できる。

北
安
曇

その他（産
業の振興及
び雇用の拡
大）

ソフト
・

ハード

池田町・松川村ものづくり
振興事業

テクノ安曇野
高瀬プロジェ
クト
（池田町）

　技能講座、技能検定受講支援講座及び地元企業の熟練技術者
からの技術伝承を行うために必要な機器（フライス盤、測定工具）を
整備し、工業高校を含む産学連携により地域の産業を支える若年
技術者の育成を図る。
　・フライス盤、測定器具購入
　・若手技術者技能向上のための実務講座開催（３講座）

1,194 1,019

　地域の人材や培われてきた技術を資源として捉え、これら
を次世代に継承することで、産業の振興による地域の活性
化を図ろうとする着想及び手法は協働性やモデル性が高
い。技術の承継にとどまらず、更なる技術力向上や、それ
による受注機会の確保なども期待できる。

長
野

特色ある観
光地づくり

ソフト
・

ハード

美しい日本の歴史的風土
100選選定記念「信州松代
散策案内板・散策ルート
マップ作成とまるごとミュー
ジアムの開催」

ＮＰＯ法人
夢空間松代
のまちと心を
育てる会
（長野市）

　松代が「美しい日本の歴史的風土100選」に選定されたことを記念
し、地域に潜在する歴史的遺産を掘り起こして案内板と散策ルート
マップを作成するほか、松代市街地全体をミュージアムに見立てた
イベントを開催し、松代市街地の活性化を図る。
　・散策案内板設置（２０箇所）
　・散策マップ作成（10,000部）
　・信州松代まるごとミュージアム開催

3,059 2,370

　地域に潜在する歴史的遺産の掘り起こしと案内板・散策
ルートマップの作成により、松代町内の回遊性が高まり、観
光振興につながっており、地域資源の活用策としてモデル
性が高い。また、これらの取組等を契機として神奈川大学と
共同でまちづくり研究所を松代町に設置するなど、他地域と
の連携・交流の拡大にも寄与している。

北
信

特色ある観
光地づくり

ソフト
・

ハード

信越トレイル未開通区間
整備及び自然環境調査事
業

ＮＰＯ法人
信越トレイル
クラブ
（飯山市）

　長野･新潟両県にまたがる開田山脈の尾根沿いに、動植物と出会
い、豊かな自然を肌で感じながらのんびり歩くための総延長80km
「トレッキングルート」を整備し、自然の保全と新たな観光資源として
の持続的活用を図る。
　・案内板（５基）、道標（２０本）設置
　・パンフレット作成（30,000部）
　・自然環境調査実施

3,378 2,480

　貴重な地域資源に着目し、2,000人を越えるボランティア
の参加のもと、80kmに及ぶ整備を行った着眼点、実行力
は、モデル性や協働性が高い。トレイル整備の先駆的な存
在として注目されるとともに、新潟県側を含む沿線市町村・
NPOの利活用が広がりつつあり、北信州の新たな観光資源
として大きな成長が期待できる。




